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　１．Ｗｅｂグループウェアとは

　２．導 入 イ メ ー ジ 図

　３．導 入 の メ リ ッ ト

　４．「ｅ－コミュニティー」の特長

　５．機　能　別  メ  リ  ッ  ト

　６．各　機　能　詳　細

　７．サ ポ ー ト 体 制
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学校内のコミュニケーションや、情報の共有化を円滑に行い、
作業の効率化を図るソフトウェアです。

１．グループウェアの生まれた背景
個人の業務を支えるパソコンで、組織の仕事をサポートしたい。
ファイルサーバーや個人のパソコンに蓄えられている情報を、組織として共有したい。
基幹業務と個人の業務の間のさまざまなギャップを埋め、情報資産を活用したい。

２．グループウェアの目的
フラットな組織の形成（情報の同期化・共有化・統合化）
　情報の同期化＝業務プロセスへの同期
　情報の共有化＝コミュニケーションの高速化
　情報の統合化＝機能別からプロセスに沿ったシステムへ
意思決定のプロセスを変えてスピードアップを図る

３．Ｗｅｂ技術との融合
特殊なソフトウェアの購入や機材の準備は一切不要。
ＷｉｎｄｏｗｓやＭａｃｉｎｔｏｓｈ、ＵＮＩＸといったプラットフォームやOSに依存しない。
グループウェアは、イントラネットのベースにもなり得るものとなった。
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ｅ－コミュニティーは、Ｕｎｉｘ上でもＬｉｎｕｘ上でもＷｉｎｄｏｗｓ上でも稼働します。
ｅ－コミュニティーをサーバー上にインストールするだけで、
クライアントはｗｗｗブラウザがあればＯＫです。

インターネットサーバー
Ｕｎｉｘ／Ｌｉｎｕｘ／Ｗｉｎｄｏｗｓ

ｅ－コミュニティー ＷＷＷブラウザ

ＷＷＷブラウザ ＷＷＷブラウザ

ＷＷＷブラウザ ｉ-ｍｏｄｅ、Ｅｚｗｅｂ、vodafone live

●OS　　　　　Linux　Unix　Windows 98/NT/2000/2000Server/XP/2003Server
●Perl　　　 　ActivePerl5.08以上
●サーバ　　 Apache1.25以上　IIS3.0以上
●ブラウザ 　Internet Explore4.0以上　Netscape Navigator4.0以上

動作環境
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（１） TCOの削減

クライアントには、 Microsoft Internet Explorer や Netscape Navigator といった一般的
なブラウザのみで使用できます。
ｅ－コミュニティー利用に際し新たに特別な教育を行う必要がないため、トレーニング
費用やクライアントソフト配布などのコストを大幅に削減することができます。

（２） イントラネット化

世界標準のネットワークとして利用されているインターネットのテクノロジーを利用して
いる為、全校的な規模の学校向けネットワークシステムに対応した本格的な共同作業
を実現できます。又、将来的な学校内のトータルシステムの基礎を築く事ができます。

（３） 情報共有

個人情報を個人レベルに留めず、その職務に携わるメンバー全員で共有する事により
学校内の職員一人一人の生産性を向上させます。例えば職務における成功事例などを
共有できれば、似たようなケースに遭遇した場合にヒントとなり、職務の効率も上がる事
でしょう。

（４） 生産性の向上

学校内の職員の方々が、いつも時間を費やして居られる種々の雑務から開放され、本来
の職務である教育に専念できる様にする事ができます。
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（１） 操作の容易性 （４） ペーパレス化の役割

普段使い慣れたブラウザだけの簡単操作なので 文書管理機能により、校内の文書の配布を電子

選択項目は一目瞭然。又、Ｅ－オフィスｗｅｂの データとして配布する事ができます。

これまで培った資産を継承し、これに新たな改良 又、ワークフロー機能により、校内の申請書・

を加え、より使い易さを追求し、利用者の立場 報告書等を電子データとして提出する事ができ

から作られた、親切設計なグループウェアです。 ます。

（２） 豊富な機能 （５） Ｗｅｂによるカウンセリング

ｗｅｂグループウェアは学校の全ての人が使っ ｗｅｂカウンセリング機能により、学校内で抱える

て初めて真価を発揮します。ｅ－コミュティー 生徒や父兄の様々な悩みに対するカウンセリン

は、学校の日常の職務に必要な機能を、多数 グを行う機能を利用する事により、これまで以上

取り揃えましたので、導入した直後から、直ぐに、 に、それぞれの場面に応じた的確なアドバイス
お役立て頂けます。 ができ、教務の遂行をスムーズに行う事ができ

ます。

（３） 時間割の共有 （６） スクールグループの機能

学校内の時間割を、ｅ－スクールｗｅｂとの連 通常は、１つの学校の中で、ワークグループを

携により、クラス別に生徒や父兄に公開する 幾つか設定し運用しますが、ｅ－コミュニティーは複

事もできます。 数の学校を同一のサーバーの中で、別の世界

として構築できます。この機能を利用する事に

より、中学校・高等学校・大学など個別にサー

バーとソフトを用意する事なく、１つのサーバー

とソフトで共同利用を実現する事ができます。
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（７） 機能の拡張性 （９） カスタマイズの対応

共同作業ツールの導入は、先ず、出来るところ ｅ－コミュニティーは、全てのお客様のニーズ
から始めることが大切です。スケジュール管理 に対応する為に、ユーザーニーズに対応した
や電子ミーティングからはじめて、ワークフロー カスタマイズを承る事を可能として居ります。
、時間割へ、更にはｅ－スクールとの連携 ※(カスタマイズ料金につきましては、その都
へと段階的な機能の拡張が実現できます。 度、この内容に応じて別途御見積りさせて頂

きます。)

（８） ｅ－スクールとの連携

ｅ－コミュニティーとｅ－スクールとを連携させて
利用する事により、これまで学校から父兄に配
布していた様々な書類の配布をスムーズに行う
事ができ、学校内のニュースや行事等様々な
コミュニケーションの場所を、生徒や父兄に提供
する事ができます。
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時間割 伝言メモ

不在者に紙ベースで無く、電子データとして伝言メモを残
時間割をクラス別、教員別、教科別と用途に合せて自由 す事ができるので、メモの紛失等で、大切な伝言が伝わ
に切り替えて見る事ができるので、個別に時間割の用紙 らないという事はありません。２種類の形式が用意されて
を作成する必要が無く、時間割の変更も簡単に行えます。 いるので、外部からの電話等はメモ形式で、内部連絡に
行先案内と連動しているので、どの先生がどの教室で何 はフリー形式で、一括してグループ内のメンバ全員に送る
の授業をしているかが、簡単に判る様になります。 等、両者を使い分ける事により、より便利に、スピーディー

に伝言が伝わります。メールに送信できるので、携帯電話
等で場所を選ばずに受信する事ができます。

出欠席管理 掲示板

生徒又は父兄から欠席・病欠・遅刻・早退とその理由を 学校内の職員全員、又は、グループ内の職員に共有する
学校に対して届け出る事ができ、毎朝職員が電話等で メッセージを伝える事ができるので、学校内の掲示板のあ
これを受ける必要が無くなり、多忙な朝の時間を有効に る場所迄、いちいち見に行く必要はなく、電子データとして
利用する事ができる。 ＷＯＲＤ、ＥＸＣＥＬなどあらゆるファイルを添付できるので、

細かい内容まで記載する必要がなくなります。又、掲示板
を見た人も、容易に自分のパソコンに、このデータを取り込
む事ができます。

ニュース 回覧版

学校内外の様々なニュースを登録メンバーに公開します｡ これまで、回覧版を紙で廻すと、何処で止まっているのか
学校と生徒父兄が新着情報を共有し、コミュニケーション 判らないまま、回答期限がきてしまって、困った経験はな
をはかれます。また写真等を添付することができ情報を いでしょうか。回覧版機能は、回覧者が同時に参照して
より具体的に確認することができます。 返答を返して貰えるので、こんな心配はありません。又、

回覧内容に応じて、返答形式を変えられる為、様々な、
用途に利用する事ができます。
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Ｗｅｂメール 行事カレンダー

メールの送受信・転送・返信機能に加え、署名や返信時の 月間の行事を参照できます。登録項目をクリックすると
定型パターン、メールの雛型を登録できます。ＷＷＷブラウザ その日の行事詳細を一覧で表示します。指定により学校の
さえあれば、どこからでもメールを送受信できます。 全ての行事を表示する事もできます。
メールソフトの代わりとしてご利用下さい。

Ｗｅｂカウンセリング

時の流れが急速に変化する中で、いじめや不登校といった
生徒たちの悩みも複雑に変化してきています。これらの悩み
を打ち明ける場所は、これまでは、相談室等でしか対応でき
ませんでしたが、現在では、殆どの学生が必須アイテムとし
ている携帯電話を利用して、カウンセリングを行う事ができ
ます。又、こうした生徒を抱える父兄の悩みに対しても、Ｗｅ
ｂを通してカウンセリングを行う事ができます。
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e-コミュニティーのログイン画面です。
Ｉ Ｄ、パスワードを入力してログイン
ボタンをクリックするだけでe-コミュニ
ティーが使えます。

《 機 能 概 要 》
・ＩＤの入力…（最大10桁）
・パスワードの入力…（最大10桁）

ログイン画面
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学校と生徒父兄の情報共有、コミュニケー
ションページです。
行事カレンダー、時間割 、カウンセリング、
情報管理、掲示板などの機能があります。

《 機 能 概 要 》
・e-スクールＷｅｂのＷｅｂQ/Aのページ、
　情報管理ツールと連動します。
・当月のカレンダー、行事を表示します。
・社内のニュース、掲示板を表示します。

　
　

トップページ

11 / 21 ページ Access System



教科別の時間割を表示します。

《 機 能 概 要 》
・教科を選択すると、該当するクラスに
予定されている、1日の授業が参照できます。
・教員を選択すると1週間分のスケジュールが
確認できます。

時　間　割
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《 機 能 概 要 》
･その日の出欠状態が、グループ別に
一覧で参照できます。
･欠席、病欠、遅刻、早退等の区分が
　１１項目まで登録できます。
･ＣＳＶ形式でダウンロードができます｡

出欠席管理
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学校内外の様々なニュースを登録メンバー
に公開します｡

《 機 能 概 要 》
・学校と生徒父兄の新着情報を共有し、
コミュニケーションをはかれます。
・写真等を添付することができ情報を
より具体的に確認することができます。
・情報管理ツールの内容を流用できます。
（必要のないものは削除し、編集すること
　　ができます）

ニュース
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不在者に伝言を残します。
今まで机の上に散乱していたメモも
一掃できます。メール送信も可能なので、
不在者への伝言も安心です。

《 機 能 概 要 》
・メモ形式、フリー形式の２種類の書式を
用意しました。
・伝言メモ一覧の表示ができます｡
・伝言メモのメール送信ができます｡
・複数のユーザーに、伝言メモとメールの
送信ができます｡
・非公開メモ（本人のみ参照可）の設定が
できます｡
・伝言メモの返信ができます｡

伝言メモ
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登録メンバー及び所属グループ毎の
共通メッセージを掲示できます｡
参考資料などの添付も可能なので、
登録メンバー内で回覧する必要が
無くなります。

《 機 能 概 要 》
・登録メンバー用の掲示板の表示をします｡
・所属ワークグループ毎の掲示板の表示が
できます｡
・ファイルの添付ができます｡
・ＣＳＶ形式でダウンロードができます｡
・他のホームページへのリンクができます｡

掲示板
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回覧版は情報を公開する人を特定して
発信できます。
また、回覧版を見た人にチェックしてもらい、
それにより誰が見たか見てないかを
区別できます。

《 機 能 概 要 》
・回覧情報の登録ができます｡
・回覧先一覧の表示ならびに回覧先状況の
　確認ができます｡

回覧板
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メールの送受信・転送・返信機能に加え、
署名や返信時の定型パターン、メールの
雛型を登録できます。
ＷＷＷブラウザさえあれば、どこからでも
メールを送受信できます。
メールソフトの代わりとしてご利用下さい。

《 機 能 概 要 》
・共通アドレス帳と連動していて、送信先は、
　共通アドレス帳に登録されているメール
アドレスを直接指定できます。
・メールの発信者宛てに直接返信したり、
　受信したメールを他のユーザーに転送する
　ことができます。
・メールを送信する際、ファイルを添付すること
　ができます。添付ファイルは直接指定する
　ことができます。
・返信時の定型パターンを登録したり、メール
作成時の雛型を登録することができ、同じ
内容のメールを作成する手間が省けます。
・既存の受信箱・送信箱・未送信箱・ごみ箱
に加えて、新規フォルダーを追加・削除で
きます。

Webメール
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月間の行事を参照できます。
登録項目をクリックすると、その日の
行事詳細を一覧で表示します。
指定により学校の全ての行事を表示する
事もできます。

《 機 能 概 要 》
 ・行事カレンダーでは、前月・当月・翌月の
　切替表示ができ、数ヶ月後の行事の予約も
　可能です。

行事カレンダー
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e-コミュニティー全体の設定を行います。
行事カレンダー、パスワード、ユーザー
カスタマイズ、ユーザーズガイドの設定
以外は最高権限のシステム管理者のみ
操作が可能です。

《 機 能 概 要 》
・ワークグループの設定
・ユーザーの設定
・データ削除
・行事カレンダーの設定
・パスワードの設定
・環境設定
・システムカスタマイズ
・ユーザーカスタマイズ
以上8項目の設定ができます。

設定
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＜　無　償　サ　ポ　ー　ト　＞

電話・FAXによるサポート
(株)アクセスシステム　商品営業部
ＴＥＬ　０３－３５２６－９０７７
ＦＡＸ　０３－３５２６－９０７８
電話による受付　　10:00～17:00（土曜・日曜・祝日を省く）

＜　有　償　サ　ポ　ー　ト　＞

カスタマイズ
お客様のご要望に合わせた変更・機能追加を専門のＳＥが担当致します。

インストール
ｅ－スクールの導入、操作説明・稼働までのお手伝いを致します。
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